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第 2 回 
「まちなかを歩いて今の景観

を確認しよう！」 
開催日時 ： 5 月１8 日(土) 

１４：３０～１６：４０ 
開催方法 ： 現地踏査 

第

ニ
号 

今後の予定 

済 第 1 回  3/16（土） 景観計画ってなに？津島市の現状を知ろう！ 

済 第 2 回  5/18（土） まちなかを歩いて今の景観を確認しよう！ 

▷ 第 3 回  6/15（土） 将来、どんな町並みにしたいか考えよう！ 

▷ 第 4 回  8/3 （土） 町並みを守り活かすためのルールを決めよう

▷ 第 5 回  1 月頃   みんなで考えた将来の景観を見てみよう！ 
 

 1  現地踏査の内容説明 

現地踏査を開始するにあたり、現地踏査の趣旨や現地を見る

ときのポイントを説明しました。参加者の中には市内在住で現

地踏査範囲をよく知っている方もいらっしゃいますが、「景観」

という観点で、どういう視点でまちを歩く・見ることが大切か

を説明し、参加者の意識統一を図りました。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～実施プログラム～ 

＊14:30-14:35 開会あいさつ 

＊14:35-14:45 現地踏査の内容説明 

＊14:45-16:30 現地踏査 

＊16:30-16:40 振り返りと次回以降について 

お問合せ：津島市建設産業部都市計画課 

マスタープラン推進室 

TEL ：0567-55-9357 

Mail：toshikeikaku@city.tsushima.lg.jp 

○次回のご案内 
第 3 回 将来、どんな町並みにしたいか考えよう！ 

6 月 15 日 （土） 14:30～ 
＠旧いちい信用金庫天王通支店 

 0  第 2 回の参加者はなんと・・・27 人！ 

当日は 30℃近くにも及ぶ夏日にもかかわらず、たくさんの人

に参加していただけました。参加者のうち、初めて参加した方

が 13 人、2 回目の方が 14 人で、半数以上の方が前回に引き続

いての参加でした。 

参加いただいた皆さん、ありがとうございました！ 

 2  現地踏査（まち歩き） 

現地踏査では 2 班に分かれ、天王通りと本町筋を中心とするエ

リアを歩きました。各ルートを歩きながら現在の景観特性を確認

するとともに、昔の写真（1947 年）を活用して現在と昔の景観

の違いを確認したり、VR 技術によって歩道空間の将来形イメー

ジや天王川公園からの眺望景観を確認したりしました。VR 技術

によって「もしこうなったら・・」という仮想空間を確認するこ

とで、日常の生活の中では気づくことができない新たな発見があ

り、参加者も非常に興味を持っていました。まち歩きではルート

を歩きながらワークシート（右図）に良い景観・気になった景観

を記入しましたが、同じ視点を持って現地を見たものの、「良い・

悪い」の基準は個人の感性によるものであるため、様々な意見が

把握でき、非常に有意義なワークショップとなりました。 

いただいた意見やコメントについては適切に整理し、今後の景

観計画策定の参考にさせていただきます。（2 ページ目以降参照） 

 3  振り返りと次回以降について 

本日の振り返りとして、それぞれが撮った景観に関する写真のアップロードとワークショップに関する

アンケートを実施しました（別紙参照）。「次回もぜひ参加したい！」という参加者が多く、津島市の景観

に興味を持っていただけた方が増え、非常に有意義なワークショップとなりました。 

次回もたくさんの方のご参加、お待ちしています！ 

◎現地を見るときのポイント 
①「良い景観」、「良くない景観」、

「好きな景観」などを発見！ 

②建物の色や形、道路の色や広さ

などを見て、どんな町並みかを

確認！ 

③「将来、○○な景観になったら

いいな。」を想像しながら歩く！ 

VR を確認している様子 

眺望景観を 

確認している様子 天王通 5 交差点の VR 

天王通 5交差点 本町筋 天王川公園 

↑読み込むと VR 体験できます！↑ 
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○シャッターに天王祭りの絵があって良い 

○店がそろっているといい感じになりそう 

△歩道が狭い 

△電線の見栄えが良くない 

○良い景観である 

○歩道の舗装が変わっていて良い 

△ポケットパークの安全面が気になる 

○良い景観である 

△車止めの統一感がいいが、デザインに工夫が

ほしい 

△ウォーカブルにしたい 

△歩道が狭い 

△新旧の建物が統一されていない。色が統一さ

れてなくても素材が一緒だと違和感がない 

△外灯は景観統一するのに役立つので、デザイ

ンをもう少し景観を意識するとよい 

△お寺の一覧が書いてある看板が見づらい、デ

ザインを景観に合わせてもいい 

△空き店舗が残念 

○良い景観である 

○側溝の装飾が良い 

○古い家並み、景観が残っている 

○格子のデザインが良い 

○店先にベンチがあって良い 

△幅員が狭いが車の通りが多い 

○良い景観である 

○蔵の雰囲気が良い 

○ガラス屋さんのタイルがきれい、見せるよう

に改修するといいかも 

○蔵があり、道路の細さ好き 

△山車をガラス張りにして、いつでも見られる

とよい 

△蔵の外観を綺麗にしてほしい 

△古くて新しい若者が魅力に感ずる地区にし

てほしい 

○車の通行がないので、イベントに利用でき

ると楽しそう 

○きれいな歩道、石のベンチが良い 

○蔵を改装したお店の雰囲気がいい 

○緑と水が気持ちいい 
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△マンションが高すぎて目立ちすぎる ○歴史的な町並みである、町屋の町並みを残したい 

○筋の入口にサインがあるのが良い 

○独特的な舗装である 

○景観に合った新しい建物がある 

○街灯が本町筋と天王通りで意匠が異なる、街灯に屋号がある 

△歩いてみると、町屋やレストランがあって良いが、外から来

た人は歩きにくい 

△道路が狭い 

△さびた建物の外観をよくしたい 

△自販機の色が目立ちすぎるい 

△看板が高い位置にあっても歩行者は見ない 

○好きな建物・舗装である 

○昔ながらの看板 

△シャッターや看板（カラフルなもの）、空家の

景観がよくない 

△道路が狭い 

○津島らしい景観である 

○古い看板が良い 

○松並木が良い 

△洋風の新築住宅が津島らしくない 

△狭く急な入口で入りづらい 

△道路が狭い 

△ここからの景観を価値ある

ものにする 

△樹木の高さを揃えてほしい 

△雑草がある 

△お店の看板が見える 

△オレンジの高層住宅がよくない 

○鳥居の風景が良い 

○古き良き建物である 

○残したい建物である 


